
39 農業経営者 2014 年 8 月号

な
る
。
対
象
作
物
は
、
小
麦
、
大
麦
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、
牛
肉
、
乳
製
品
な

ど
だ
っ
た
。
ま
た
、
92
年
に
開
始
さ
れ
た

生
産
者
の
収
入
を
保
証
す
る
た
め
の
直
接

支
払
い
も
行
な
っ
た
。制
度
導
入
当
初
は
、

品
目
ご
と
に
制
定
さ
れ
た
支
払
い
単
価
を

も
と
に
、
面
積
等
に
応
じ
て
直
接
支
払
い

が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
03
年
以
降
は
直
接

支
払
い
を
生
産
品
目
ベ
ー
ス
で
は
な
く
、

過
去
の
支
払
い
実
績
に
基
づ
い
て
額
を
決

め
る
と
い
う
方
法
に
移
行
し
た
。
な
お
、

直
接
支
払
い
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
減

反
や
環
境
・
土
壌
保
全
等
に
関
す
る
遵
守

事
項
な
ど
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

次
に
、
農
村
開
発
政
策
と
は
、
条
件
が

悪
い
地
域
の
対
策
と
農
業
環
境
政
策
か
ら

な
る
。
山
岳
地
帯
で
の
農
業
の
存
続
に
対

し
て
、
人
口
水
準
の
維
持
と
景
観
の
保
全

の
た
め
、
耕
作
面
積
に
応
じ
た
補
助
金
を

支
給
し
た
。
対
象
農
家
は
３
ha
（
南
欧
は

２
ha
）
以
上
の
農
地
を
有
し
、
５
年
間
以

上
農
業
活
動
を
継
続
し
て
い
る
農
家
に
限

定
さ
れ
た
。
ま
た
、農
業
環
境
政
策
で
は
、

環
境
負
荷
の
軽
減
や
景
観
の
保
護
な
ど
に

役
立
つ
農
法
を
推
進
す
る
た
め
、
以
下
の

農
法
を
最
低
５
年
間
実
施
し
た
農
家
に
対

し
て
補
助
金
を
支
給
し
た
。

１
．�

環
境
、
景
観
・
自
然
環
境
、
土
壌
等

の
保
護
や
向
上
を
目
指
す
農
地
の
利

用
法

２
．�

環
境
に
合
う
農
法
、
集
約
度
の
低
い

オ
ラ
ン
ダ
の
農
業
政
策
を
知
る
た
め
に

は
、
ま
ず
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
共
通
農

業
政
策―

―
C

om
m

on A
gricultural 

Policy

、
頭
文
字
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｐ―

―

に
つ

い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、

１
９
６
０
年
に
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の

農
業
補
助
に
関
す
る
政
策
で
あ
る
。
も
と

も
と
こ
の
政
策
は
、
生
産
高
や
耕
地
面
積

に
対
し
て
行
な
う
補
助
金
の
直
接
支
払
い

と
、
価
格
維
持
を
目
的
と
し
て
施
行
さ
れ

た
。
ま
た
、
農
産
物
の
最
低
価
格
の
保
証

や
Ｅ
Ｕ
域
外
か
ら
の
農
産
物
に
対
す
る
関

税
賦
課
や
輸
入
量
の
制
限
も
実
施
し
て
い

る
。
し
か
し
、
２
０
０
５
年
か
ら
12
年
に

か
け
て
、
制
限
輸
入
量
の
緩
和
を
進
め
、

補
助
金
に
関
し
て
も
生
産
高
を
基
準
と
し

た
支
給
方
式
か
ら
農
地
管
理
に
基
準
を
置

く
方
式
へ
移
行
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
合
意
し

た
制
度
実
施
内
容
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
加
盟
国
ご
と

に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
制
度
改

善
を
試
み
て
き
た
Ｃ
Ａ
Ｐ
だ
っ
た
が
、
と

り
わ
け
14
年
か
ら
20
年
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｐ

は
大
き
く
前
進
し
た
。

13
年
の
主
要
政
策
は
、
①
価
格
・
所
得

政
策
、
②
農
村
開
発
政
策
、
の
２
本
柱
か

ら
成
り
立
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
価
格
・
所
得
政
策
は
、
作
物
別

に
支
持
価
格
を
設
定
し
、
市
場
価
格
が
下

が
っ
た
場
合
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
買
い
支
え

を
実
施
す
る
最
低
価
格
の
保
証
が
基
本
と

牧
草
シ
ス
テ
ム

３
．
農
業
環
境
の
保
全

４
．
農
地
の
景
観
・
歴
史
的
特
徴
の
維
持

５
．
環
境
保
全
的
農
法

紀平真理子のオランダ通信
プロフィール
1985 年、愛知県名古屋市生まれ。南山大学外国語学部スペイ
ンラテンアメリカ学科卒業後、コンタクトレンズメーカーで国
内・海外業務に携わる。夫の駐在帯同で 2011 年 12 月からオ
ランダのアムステルダム市に在住。父の家庭菜園を見て農業に
興味を持っていたこともあり、すべてにおいて実利的で交渉上
手なオランダ人によるオランダ式農業に魅了されたという。

オランダの
農業政策（前編）

第13回

オランダの農村風景（本文とは関係ありません）

Ｃ
Ａ
Ｐ
の
２
０
１
３
年
主
要
政
策

食品の安全

競争力

初期
（1960年代） （1970/80 年代） （1992年） （2000年） （2003年） （2008年）

経済危機 改革 議題 CAP改革 CAP検診

価格維持

生産性改善

市場安定

過剰生産

1962年からのCAPの歴史

支出拡大

国際的軋轢

供給管理

価格引き下げ

補償金直接支払い

余剰削減

収入及び予算の安定

改革過程の深化

農村開発
品種改良における
コンプライアンス

市場志向

直接所得補償

消費者主義

環境保全

2003年改革の強化

１日当たりの相場

持続可能

政策の効率化


